
訳
者
に
よ
る
序
文

３

ひ
と
つ
や
な
誉
一

一
柳
満
喜
子
は
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
を
生
き
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
り
、
教
育
者
で
あ
り
、
ウ
イ
Ⅷ
ソ
ア
ム
。
メ
レ
ル
・

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
（
一
柳
米
来
留
）
の
妻
で
あ
る
。

メ
レ
ル
は
、
一
八
八
○
年
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
ン
ザ
ス
州
に
生
ま
れ
た
。
コ
ロ
ラ
ド
大
学
で
建
築
家
を
目
指
し
て
い
た

も
の
の
、
在
学
中
に
学
生
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
や
海
外
伝
道
学
生
奉
仕
団
に
関
係
し
た
こ
と
も
あ
り
、
一
九
○
五
年
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
仲
介

で
英
語
教
師
と
し
て
来
日
し
た
。
赴
任
先
の
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
で
は
、
商
業
学
校
の
生
徒
ら
に
英
語
を
、
そ
し
て
放
課
後
の

「
バ
イ
ブ
ル
ク
ラ
ス
」
で
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
え
た
。

だ
が
、
こ
の
「
バ
イ
ブ
ル
ク
ラ
ス
」
が
問
題
と
な
り
、
の
ち
に
商
業
学
校
を
解
一
雇
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
メ
レ
ル
は
建

築
事
務
所
を
開
設
し
、
日
本
に
留
ま
り
続
け
た
。
こ
れ
が
、
旧
下
村
邸
（
大
丸
ヴ
ィ
ラ
）
、
旧
大
同
生
命
ビ
ル
、
関
西
学
院
大
学
、

神
戸
女
学
院
、
明
治
学
院
礼
拝
堂
な
ど
、
一
連
の
「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
」
の
は
じ
ま
り
と
な
る
。
そ
し
て
、
「
バ
イ
ブ
ル
ク
ラ
ス
」

の
生
徒
で
あ
っ
た
吉
田
悦
蔵
、
村
田
幸
一
郎
ら
と
と
も
に
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
近
江
基
督
教
伝
道
団
、
現
在
の
近
江
兄
弟
社
）

を
結
成
し
、
医
療
（
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
現
在
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
記
念
病
院
）
、
製
薬
（
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
、
現
在
の
メ
ン
タ
ー
ム
）

な
ど
を
展
開
し
た
。
一
九
四
一
年
に
は
日
本
に
帰
化
し
、
終
戦
後
は
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
と
日
本
政
府
を
つ
な
ぐ
使
者
と
し

て
活
躍
し
た
。
天
皇
の
人
間
宣
言
に
関
与
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

す
え
の
り

満
喜
子
は
、
一
八
八
四
年
（
明
治
一
七
年
）
に
子
爵
一
柳
末
徳
（
一
八
五
○
’
一
九
一
一
一
一
）
を
父
に
、
東
京
で
生
ま
れ
た
。

た
か
ひ
ろ

よ
う
し
し

末
徳
は
久
鬼
隆
都
の
五
男
で
あ
り
、
播
磨
小
野
藩
の
一
柳
末
彦
の
養
嗣
子
と
し
て
家
督
を
継
い
だ
。
、
ま
た
、
母
の
栄
子
は
、
伊

よ
り
つ
ぐ

予
小
松
藩
主
の
一
柳
頼
紹
の
娘
で
あ
る
。
明
治
は
知
識
層
た
ち
が
キ
リ
ス
ト
教
に
傾
倒
し
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
末
徳
も
キ
、
ソ



４

ス
ト
教
に
接
し
、
満
喜
子
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
幼
稚
園
に
通
わ
せ
た
。
そ
の
後
、
女
子
高
等
師
範
学
校
や
神
戸
女
学
院
で
学
ん
だ
。

父
・
末
徳
と
の
不
仲
か
ら
、
兄
恵
三
の
養
子
先
で
あ
る
匿
岡
家
に
身
を
寄
せ
、
一
九
○
九
年
（
明
治
四
二
年
）
に
渡
米
し
た
。

当
初
、
ブ
リ
ン
モ
ア
カ
レ
ッ
ジ
で
学
ぶ
も
の
の
、
女
学
校
時
代
に
英
語
を
学
ん
だ
ア
リ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
の
も
と
で
生
活
を
は
じ

め
た
。
一
九
一
七
年
（
大
正
六
年
）
に
、
末
徳
危
篤
の
知
ら
せ
を
受
け
、
帰
国
す
る
。
こ
の
と
き
、
津
田
梅
子
の
後
継
と
し
て

女
子
英
学
塾
（
現
在
の
津
田
塾
大
学
）
の
二
代
目
塾
長
へ
招
聴
さ
れ
た
が
、
再
び
渡
米
す
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
固
辞
し

た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
出
会
い
、
伴
侶
と
し
た
の
が
メ
レ
ル
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
華
族
出
身
者
と
外
国
人
と
の
結
婚
と
い
う
の
は
、
例
が
な
く
、
周
囲
の
反
対
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
を
救
っ
た
の
は
、

成
瀬
仁
蔵
と
と
も
に
日
本
女
子
大
学
校
（
現
在
の
日
本
女
子
大
学
）
の
設
立
に
尽
力
し
た
恵
三
の
義
母
農
岡
浅
子
で
あ
り
、
華

族
の
身
分
を
捨
て
平
民
一
柳
満
喜
子
と
し
て
、
メ
レ
ル
と
結
婚
す
る
。

結
婚
後
は
、
メ
レ
ル
の
活
動
の
拠
点
で
あ
っ
た
近
江
八
幡
に
住
む
。
し
か
し
新
婚
当
初
か
ら
、
満
喜
子
の
華
族
と
し
て
の
地

位
な
ど
が
災
い
し
て
、
近
隣
の
人
々
と
の
交
流
が
難
し
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
メ
レ
ル
は
建
築
を
は
じ
め
と
す
る
近
江
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
活
動
の
た
め
に
家
を
空
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
寂
し
さ
を
埋
め
る
た
め
に
、
ま
た
満
喜
子
の
も
つ
教
育
的
愛
情
の

行
き
場
と
し
て
、
十
分
な
教
育
が
な
か
っ
た
近
江
八
幡
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
「
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
を
は
じ
め
た
。
賀

川
豊
彦
は
、
近
江
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
事
業
に
つ
い
て
「
一
番
の
欠
点
は
、
教
育
事
業
の
な
い
こ
と
」
と
語
っ
て
い
た
が
、
そ
の
教

育
事
業
を
担
っ
た
の
が
満
喜
子
で
あ
っ
た
。

近
年
、
夫
の
メ
レ
ル
に
つ
い
て
は
建
築
家
、
社
会
事
業
家
と
し
て
注
目
さ
れ
、
数
々
の
書
物
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
満
喜

子
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
満
喜
子
は
、
自
ら
す
す
ん
で
も
の
を
書
く
と
い
う
こ
と
を
せ
ず
、
依
頼
に
よ
る

講
演
や
執
筆
が
多
く
、
満
喜
子
を
知
る
史
料
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
こ
と
が
、
そ
の
原
因
だ
ろ
う
。

断
片
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
学
校
通
信
な
ど
の
満
喜
子
に
よ
る
文
章
の
一
部
が
一
九
五
九
年
（
昭
和
三
四
年
）
と
一
九
七
二



主
に
メ
レ
ル
に
関
す
る
内
容
で
大
半
が
占
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
日
本
国
内
で
の
出
版
が
前
提
で
は
な
か
っ
た
た
め
か
、

満
喜
子
の
生
家
で
の
出
来
事
を
は
じ
め
、
近
江
兄
弟
社
関
係
の
出
版
物
、
ま
た
講
演
な
ど
で
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
極
め

に
よ
る
。

５

年
（
昭
和
四
七
年
）
に
文
集
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
多
く
が
未
整
理
あ
る
い
は
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
新
制
学

校
制
度
に
な
っ
て
か
ら
の
高
校
第
三
期
卒
業
生
た
ち
が
、
『
忘
れ
ら
れ
な
い
教
育
者
一
柳
満
喜
子
先
生
の
思
い
出
「
満
喜
子
先

生
あ
り
が
と
う
」
』
を
二
○
○
六
年
に
出
版
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
第
三
期
卒
業
生
た
ち
が
満
喜
子
の
思
い
出
を
綴
っ
て
お
り
、

断
片
的
に
語
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
学
校
で
の
満
喜
子
の
姿
を
知
る
う
え
で
、
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
華
族
出
身
で
あ
り
な
が
ら
、
満
喜
子
に
関
す
る
公
文
書
の
一
切
が
宮
内
庁
や
霞
会
館
に
現
存
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、

一
柳
家
の
系
譜
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
「
一
柳
家
史
紀
要
』
に
も
、
満
喜
子
の
名
前
は
登
場
し
な
い
。
戦
前
、
満
喜
子
に
接
し

て
い
た
吉
田
悦
蔵
は
そ
の
著
書
『
近
江
の
兄
弟
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
等
』
の
な
か
で
、
ま
た
賀
川
豊
彦
も
「
近
江
の
兄
弟
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

等
」
に
よ
せ
た
政
の
な
か
で
「
聡
明
」
と
記
す
だ
け
で
、
満
喜
子
に
つ
い
て
な
に
も
書
き
残
し
て
い
な
い
。
伝
記
に
類
す
る
も

の
と
し
て
は
、
満
喜
子
自
身
の
手
に
よ
る
「
教
育
随
想
」
所
収
の
「
辿
り
来
し
道
を
ふ
り
か
え
り
て
」
が
あ
る
。
「
辿
り
来
し

道
を
ふ
り
か
え
り
て
」
は
、
満
喜
子
が
自
分
自
身
に
つ
い
て
語
っ
た
唯
一
の
文
章
と
い
え
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
残
さ
れ
た

書
物
が
、
グ
レ
イ
ス
。
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
（
の
国
○
の
目
の
の
国
の
§
閏
）
の
豊
島
嵐
侭
③
ミ
ド
ミ
で
あ
り
、
本
書
は
そ
の
翻
訳
で
あ
る
。

望
翁
国
蔑
烏
へ
具
§
烏
は
、
ボ
ス
ト
ン
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
グ
レ
イ
ス
・
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
が
一
九
六
六
年
四
月
五
日

に
来
日
、
約
一
カ
月
に
わ
た
り
一
柳
邸
に
滞
在
し
、
満
喜
子
本
人
か
ら
の
直
接
取
材
を
含
め
て
関
係
者
か
ら
メ
レ
ル
と
満
喜
子

に
つ
い
て
取
材
し
、
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
グ
レ
イ
ス
。
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
が
執
筆
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
六
五

年
に
満
喜
子
が
渡
米
し
、
一
一
月
一
六
日
に
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
の
出
版
社
国
・
洞
口
目
目
陣
Ｃ
Ｏ
’
冒
○
を
訪
れ
た
際
、
「
メ
レ
ル
の
生

涯
は
誰
か
に
書
か
せ
、
広
く
読
ま
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
出
版
社
が
グ
レ
イ
ス
。
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
を
満
喜
子
に
紹
介
し
た
こ
と



を
助
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

て
私
的
な
内
容
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
書
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
満
喜
子
に
つ
い
て
の
理
解
６

二
○
一
○
年
初
秋

平
松
隆
円

満
喜
子
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
、
た
ん
に
一
人
の
女
性
の
生
涯
を
検
証
す
る
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
近
江
兄
弟
社
に

お
け
る
教
育
事
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
メ
レ
ル
の
事
業
成
功
に
お
け
る
満
喜
子
の
人
的
交
流
の
役
割
な
ど
、
こ
れ
ま
で
知
ら

れ
て
こ
な
か
っ
た
メ
レ
ル
の
、
新
し
い
姿
の
発
見
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
日
本
近
代
女
性
史
、
さ
ら
に
は
日
本
キ
リ
ス
ト
教

史
を
見
直
す
う
え
で
も
、
メ
レ
ル
や
満
喜
子
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
意
義
深
い
。

ま
ず
は
本
書
の
出
版
が
、
メ
レ
ル
や
満
喜
子
を
多
く
の
人
々
に
知
ら
せ
る
機
会
と
な
る
こ
と
を
祈
る
ま
で
で
あ
る
。


